












四
月
中
針
灸
可
忌
之
惑
説
申
触
候
者
御
緑
之
事、

先
頃
度
々
申
渡
相
改

候。

於
江
戸
御
穿
竪
弥
強
委
細
之
御
改
被
仰
渡
候
段
々
申
来
候。

当
地

町
中
男
女
共
に
十
五
歳
以
上
之
輩
人
別
に
相
改
之、

其
町
々
に
而、

家

持
何
軒
・

借
屋
之
者
何
程
井
要
子
・

下
人
之
分
明
白
に
記
之、

帳
面
に

書
乗
可
申
候。

十
四
以
下
之
子
共
は
惑
説
之
儀
不
及
改
之
候
へ
共、

其

名
を
人
別
に
記
之、

是
又
帳
面
に
密
釆
可
申
候。

魯
物
屋
・

板
木
屋
之

類
は
愈
念
入
可
相
改
之
候。

右
十
五
歳
以
上
之
改
之
候
男
女
人
数
何
程

と
奥
書
し
め
候
而、

其
町
々
之
年
寄
・

五
人
組
•

町
中
一

同
に
改
候
請

合
文
言
を
加、

町
々
よ
り
之
吸
面
を
惣
年
寄
共
迄
可
差
出
候。

惣
年
寄

共
委
細
改
之、

番
所
へ
可
差
出
者
也。

巳
七
月
廿
五
8

こ
の
よ
う
に
手
段
の
詳
細
が
把
握
さ
れ
る。

結
局
町
に
住
民
全
貝
を
調
査
し
た
こ
と
を
証
明
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
徹
底

し
た
わ
け
で
あ
る。

さ
ら
に、

先
に
は
申
し
出
を
促
さ
れ
て
い
た
書
物
屋
・

板
木
屋
も
今
度
は
調
査
確
認
さ
れ
る
側
と
な
っ
て
い
る。

ろ
う。

出
雲

大
阪
で
は
前
令
か
ら
二
十
日
後
の
七
月
二
十
五
日
に
ま
だ
ひ
と
つ
町
触
が

．

あ
っ
て
（
触
三
七
七）、

前
令
と
こ
と
な
り
頭
害
で
も
さ
ら
な
る
探
索
手
段

が
採
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
（
「
針
灸
可
忌
之
惑
説
に
付
人
別
改
之
事
」）
。

こ
こ
で
も
町
触
本
文
が
補
わ
れ
て
(
5
_
10)、

覚

三
郷
惣
年
寄
中

こ
の
度
の
調
査
も
江
戸
に
な
ら
う
も
の
の
ご
と
く
で
あ
り、

江
戸
で
も
京

都
で
も、

そ
し
て
お
そ
ら
く
は
駿
府
で
も、

遠
国
奉
行
及
ぴ
代
官
支
配
地
に

お
い
て
も
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う、

さ
き
ほ
ど
来
意
識
し
て
き

た、

唯
一

「
寛
保
御
触
書
梨
成
j

に
採
録
さ
れ
た
探
索
結
果
周
知
令
の
文
面

（
元
禄
二
年
十
月）

は
元
禄
二
年
十
月
六
日
の
江
戸
触
（
二
六
七
四）

と
は

末
文
に
異
な
り
を
有
し、

十
月
十
二
日
に
大
阪、

十
月
十
六
日
に
京
都
で
触

れ
ら
れ
た
町
触
と
一

致
す
る。

営

今
度
灸
針
之
儀、

依
異
説
申
触
候。

被
遂
御
余
議
之
処、

駿
州
に
有
之

候
田
口
是
心
と
申
者
持
伝
候
書
物
に
相
見
候。

所
望
仕
も
の
有
之
候
に

付
て
写
逍
候。

自
作
仕
た
る
儀
に
候
は
ゞ
急
度
御
仕
慨
可
被
仰
付
候
得

共、

右
之
わ
け
立
候
故、

当
人
御
措
無
之
候。

然
共
向
後
ケ
様
之
珍
敷

儀
不
申
触
様
に
可
申
付
候。

若
無
拠
子
細
有
之
候
は
ゞ
、

其
所
之
奉
行、

役
人
へ
申
断、

可
任
差
図
之
旨
急
度
可
被
申
触
候。

以
上。

十
月
（
傍
線
山
本。

考
察
は
後
述。）

江
戸
と
異
な
る
の
は
そ
の
末
文
で
「
御
触
書
集
成」

に
戟
る
の
は
町
触
本

文
で
は
な
く、
「
そ
の
所
の
奉
行`

役
人
へ
申
し
断
り、

指
図
に
任
す
べ
き

の
旨
急
度
申
し
触
れ
ら
る
べ
く
候」

と
広
く
遠
国
奉
行
及
び
代
官
に
向
け
た

指
令
文
に
な
っ
て
い
る。

「
江
戸
町
触
集
成」

で
は、

末
尾
の
一

般
則
が
「
向
後
ケ
様
の
珍
敷
義
申

触
間
敷
候。

若
無
拠
子
細
有
之
候
は
ゞ
｀

町
奉
行
所
へ
申
断
可
受
指
圏
候。

若
相
背
者
有
之
候
は
ゞ
、

急
度
曲
事
に
可
中
付
候」

と
江
戸
の
町
人
向
け
に
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作
文
さ
れ
て
お
り、
管
轄
の
役
所
は
「
町
奉
行
所」
の
み
に
限
定
さ
れ、
禁

令
文
と
し
て
調
え
ら
れ
て
い
る。
京
都・
大
阪
で
は
先
の
指
令
文
を
そ
の
ま

ま
江
戸
か
ら
の
発
令
と
し
て
町
に
触
れ
て
い
る。
評
定
所
構
成
貝
で
あ
る
江

戸
の
町
奉
行
は
法
令
の
承
認
権
者
で
あ
る
老
中
直
下
で
も
あ
り、
や
は
り
別

格
で、
自
ら
文
案
を
作
成
し
得
た
の
で
あ
ろ
う。

大
阪
で
の
付
文
を
引
用
し
て
お
こ
う
(
5
ー

12、「
大
阪
市
史j
触
三
八
〇ヽ

頭
杏
「
針
灸
可
忌
之
異
説
申
出
し
候
者
相
知
候
之
事」）

右
之
通
今
度
従
御
老
中
御
世
付
被
下
候
間、
可
奉
承
知
候。
向
後
ケ
様

之
珍
敷
義
不
可
申
触、
若
無
拠
子
細
有
之
者、
番
所
へ
可
申
来、
様
子

聞
届
可
令
差
図
之
条、
此
旨
急
度
相
守
候
様
三
郷
中
可
触
知
者
也。

巳
十
月
十
二
H

出
雲

0
9
)
 

三
郷
惣
年
寄
中

以
上
が
本
件
に
関
し
て
「
大
坂
御
仕
慨
御
害
出
之
写」
で
補
わ
れ
る
町
触

本
文
と
御
触
書
集
成・
三
都
の
町
触
集
成
に
関
わ
る
考
察
の
す
べ
て
で
あ
る。

．
本
件
に
関
し
て
は、
と
も
か
く
三
都
に
共
通
す
る
町
触
と
し
て、
一
次
史

料
的
逐
次
町
触
留
の
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
江
戸
時
代
前
期
の
三
都
そ
れ
ぞ

れ
の
町
触
が、・
現
在
の
集
成
に
お
い
て
ど
の
程
度
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
か、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
も
せ
よ、
わ
れ
わ
れ
に
垣
間
見
さ
せ
て

く
れ
る
事
例
と
し
て
き
わ
め
て
珍
虚
な
も
の
と
思
わ
れ
る。

そ
し
て、
さ
ら
に
本
事
例
は、
別
の
方
面
に
関
わ
る
考
察
材
料
と
し
て
き

わ
め
て
皿
要
な
意
味
を
有
す
る。

江
戸
時
代
中
後
期
を
通
じ
て
三
都

ー
ひ
い
て
は
日
本
の
出
版
前
提
を
な

し
た
将
軍
吉
宗
制
定
の
曲
物
流
通
条
件
五
ヶ
条
（
江
戸
で
享
保
七
年
（一
七

二
二）
十一
月
八
日
発
令、
遅
れ
て
大
阪
で
享
保
八
年
三
月
二
十
四
日、
京

都
で
同
年
四
月
二
日）
の
第一
条
に
は

一
、
自
今
新
版
昏
物
の
儀、
佃
沓•
仏
術・
神
掛・
医
杏・
歌
昏、
都

て
嘗
物
類、
其
筋一
通
り
の
事
は
格
別、
猥
成
儀・
異
説
等
を
取
交
え

作
り
出
し
候
俄、
堅
く
可
為
無
用
事。

と
あ
る。

本
件
に
つ
い
て
は、
最
終
的
に
出
さ
れ
た
町
触
に
「
今
度
灸
針
之
儀、
異

説
に
依
っ
て
申
し
触
ら
し
候」
と
あ
っ
た。
吉
宗
が
絣
纂
さ
せ
た
「
寛
保
御

触
書
染
成」
の、
本
令
か
ら
始
ま
る
部
立
て
も
「
異
説
の
部」
と
名
づ
け
ら

れ
て
い
る。

こ
の
「
異
説」
は、
ま
た、
最
終
的
に
出
さ
れ
た
町
触
内
に
お
い
て
「
か

よ
う
の
珍
し
き
儀
申
し
触
ら
し」
と
も
言
い
か
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る。

そ
し
て、
こ
の
「
異
説」
は、
探
索
の
経
過
で
「
雑
説
j

と
も
「
風
説」

と
も
「
惑
説」
と
も
言
い
か
え
ら
れ
て
い
る。
彼
ら
の
言
う
「
異
説」
は、

相
当
に
突
拍
子
も
な
い
説、
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
説
を
言
う
の

で
あ
っ
て、
真
当
な
学
説
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
も
の
を
指
す
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う。

こ
れ
が
思
想
弾
圧
と
い
っ
た
要
素
と
結
び
つ
く
も
の
と
は
考
え
に
く
い
禁

令
と
い
う
こ
と
に
な
る。

彼
ら
が
封
鎖
し
た
い
も
の
は、
や
は
り
人
を
「
惑」
わ
す
よ
う
な
も
の、

広
い
意
味
で
世
を
乱
す
方
向
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
話
な
の
で
あ
る。
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書
物
流
通
条
件
五
ヶ
条
は
儒
書•
仏
書＇
神
嘗・
医
書・
歌
書
と
学
問
的

な
ジ
ャ
ン
ル
が
ま
ず
居
並
ぶ
の
で
お
竪
い
思
想
的
話
と
の
印
象
が
付
い
て
し

ま
う
が、
や
は
り
そ
れ
ら
は
密
物
の
代
表
格、
最
も
価
値
あ
る
書
物
ジ
ャ
ン

ル
群
が
ま
ず
先
に
立
っ
た
だ
け
の
こ
と
で、
結
局
は
「
す
べ
て
密
物
類」
で

そ
れ
ら
が
受
け
ら
れ
て
本
全
般
の
禁
令
と
な
る
の
だ
か
ら、
学
問・
思
想
を

主
眼
と
す
る
禁
令
と
は
酋
え
な
い
の
で
あ
る。

そ
し
て
ま
た、
本
令
に
は
「
か
よ
う
の
珍
し
き
儀
申
し
触
ら
し」
と
あ
る

．
こ
と
に
よ
っ
て、
文
学
史
の
前
提
と
し
て
き
わ
め
て
菰
要
な
ま
た
別
の
法
令

と
の
関
巡
が
で
き
て
い
る。

前
掲
拙
稿
「
江
戸
時
代
三
都
出
版
法

大概」
に
お
い
て
は
究
文
十
三
年
五

月
二
十
七
日
の
江
戸
町
触
に
よ
っ
て、
江
戸
に
お
い
て
の
み
開
始
さ
れ
た
公

儀
関
係・
人
が
困
る
こ
と・
珍
し
い
こ
と
に
関
す
る
出
版
届
出
制
に
つ
い
て

「

tl
事」
に
関
す
る
意
義
限
定
の
困
難
を
述
べ
た
が、
し
か
し、
そ
の

一
方
で
当
時
の
江
戸
の
人
々
に
と
っ
て
は
奉
行
所
に
行
け
ば
実
際
適
用
例
が

教
え
て
も
ら
え
る
こ
と
で
何
の
困
難
も
な
い
こ
と
で
あ
る
と
も
世
い
た
（
本

章
「
三
都
町
触
に
よ
る
江
戸
時
代
出
版
法
概
観」
八
「
三
都
個
別
出
版
法'
�

享
保
以
前」
（
四）
「
公
俄・
人
の
迷
惑・
珍
し
き
事・
は
や
り
事・
か
わ
り

た
る
事・
浮
説・
虚
説
（
寃
文
十
三
年・
一
六
七
三
以
後
三
都
個
別
令）」

二
六
四
頁）。

そ
し
て、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た、
こ
う
し
て
「
珍
し
き
事」
に
つ
い
て
の
都

府
の
適
用
例
を
ひ
と
つ
知
る
こ
と
に
な
っ
た。

本
事
例
か
ら
す
れ
ば、
「
珍
し
き
事」
は
突
拍
子
も
な
い、
通
常
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
話
な
の
で
あ
り、
そ
し
て
ま
た、
そ
れ
は
や
は
り
「
申

し
触
ら
す」
と
い
う
そ
れ
を
広
げ
る
要
因
に
よ
っ
て
問
題
化
す
る。
広
げ
る

と
い
う
こ
と
で
は
つ
ま
り、
そ
れ
は
噂
話
及
び
出
版
活
動
と
結
び
つ
く
傾
き

を
持
つ
わ
け
で
あ
る。

わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
に
つ
い
て
得
た
事
例
は
ま
だ一
例
で
あ
っ
て、
わ
れ
わ

れ
は
い
ま
だ
寛
文
十
三
年
令
の
「
珍
し
き
事」
の
適
用
範
囲
の
広
が
り
に
つ

い
て
語
る
こ
と
の
で
き
る
段
階
に
は
な
い
が、
と
も
か
く
も
そ
れ
に
つ
い
て

解
く
た
め
の
用
例
を
ひ
と
つ
手
に
入
れ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る。

祠
保
御
触
書
集
成」
に
は
先
の
事
例
に
ひ
き
つ
づ
い
て
元
禄
六
年
六
月、

馬
の
も
の
言
う
噂
に
関
す
る
探
索
令
が
あ
が
る
（
二
八
三
九）。
さ
ら
に
は

そ
の
結
果
周
知
の
触
が
つ
づ
く
（
二
八
四
0)。

こ
れ
に
関
辿
し
て
鹿
野
武
左
衛
門・
英
i

蝶
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め、
本
件
は
先
の
事
例
以
上
に
個
別
的
に
文
学
史・
美
術
史
と
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
事
例
だ
がゞ
こ
れ
が
意
外
な
こ
と
に、
残
念
な
が
ら

『
大
坂
御
仕
阻
御
也
出
之
写
j

に
は
本
件
に
関
す
る
町
触
を
収
録
し
な
い。

「寛
保
御
触
書
集
成
j

二
八
三
九
は
江
戸
触
で
あ
る。
「
江
戸
町
触
集
成
l

（
二
九
二
六）
と一
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
は
証
さ
れ
る。
こ
の
探
索

は
江
戸
が
確
実
な
探
索
範
囲
で
あ
っ
た
ら
し
く、
「
京
都
町
触
集
成
j

に
の

る
の
は
江
戸
か
ら
の
通
述
を
町
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
く、
し
か
も
扱
い
の

軽
い、
口
頭
の
指
示
に
発
す
る
口
触
（
大
阪
の
口
達
に
当
た
る
も
の
が
京
都

で
は
こ
う
呼
ば
れ
た）
で、
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上
京
町
代

下
京
町
代
（
波
線・
注

—山
本）

と
あ
っ
て、
明
ら
か
に
江
戸
で
詮
議
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え、
そ
し

て
京
都
で
の
情
報
収
染
が
あ
く
ま
で
も
万一
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
C

「
大
阪
市
史」
で
は
元
禄
六
年
中
に
こ
の
よ
う
な
対
応
が
取
ら
れ
た
形
跡

は
な
く、
元
禄
七
年一二
月
二
十
九
日
に
「
異
説
申
出
間
敷
之
事」
（
頭
笹）

に
関
す
る
（
こ
こ
で
も
や
は
り
扱
い
の
軽
い）
口
達
が
あ
っ
た
（
し
か
な
か

っ
た）
こ
と
が
戟
る
か
ら、
大
阪
で
は
探
索
対
応
は
取
ら
な
か
っ
た
の
だ
と

思
わ
れ
る。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
際、
京
都
で
は
江
戸
か
ら
の
書
付
を
そ
の
ま
ま
触
れ

る
（
扱
い
の
重
い
魯
面
通
達
の）
町
触
の
扱
い
で
あ
る。
こ
の
件
に
関
し
て

は
ど
う
や
ら
大
阪
と
京
都
で
軽
菰
の
判
断
が
分
か
れ
た
ら
し
い。
本
件
は
あ

く
ま
で
噂
話
が
あ
っ
た
の
が
関
東
圏
で、
関
西
へ
の
探
索
指
令
は
出
な
か
っ

た
と
見
え
る。
そ
の
た
め、
町
政
爽
任
者
と
し
て
各
町
奉
行
が
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
を
判
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

七
月
九
日

今
度
於
江
戸
馬
も
の
を
い
ひ
侯
由
沙
汰
有
之、
取
は
や
し
申
触
候
に
付、

最
前
針
灸
之
儀
御
吟
味
之
通、
江
戸
に
而
御
餃
儀
有
之
由
に
候。
自
然

（
万ー
）
此
元
に
而
其
沙
汰
申
も
の
在
之
候
哉、
若
手
筋
知
候
欺、
又

は
何
方
に
て
も
左
様
之
儀
申
も
の
在
之
及
承
候
者、
其
証
拠
を
立、
早
々

可
申
来
候。
虚
実
可
承
届
候
事。

そ
し
て、
大
阪
の
頭
書
は
ま
た
も
や
「
異
説」
の
禁
の
く
り
か
え
し
に
す

ぎ
ず、
本
件
は
所
詮
最
前
の一
件
の
焼
き
直
し
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
見
え、

「
大
坂
御
仕
盤
御
害
出
之
写
j

に
触
が
残
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
そ
う
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る。

し
か
し
な
が
ら、
先
の一
件
の
際
と
同
様
の
確
認
を
し
て
お
く
と、
こ
れ

も
ま
た
「
寛
保
御
触
書
集
成」
の
所
収
部
立
て
名、
お
よ
ぴ
大
阪
頭
書
か
ら

し
て
「
異
説」
の一
例
で
あ
る。

京
都
ま
で
触
れ
ら
れ
た
罪
状
に
よ
れ
ば、

浪
人
築
柴
（
筑

紫—
原
注）
園
右
衛
門

此
者
儀、
去
年
夏
中、
馬
物
を
申
由
虚
説
申
出
し、
其
上
は
や
り
煩
よ

け
の
札
井
薬
之
方
矩
を
作
り
実
な
き
事
を
術
付
流
布
い
た
し、
重
々
不

届
に
付
而
江
戸
中
引
渡
し、
斬
罪
に
申
付
者
也。

戌
三
月

B

右
之
御
嘗
付、
従
江
戸
到
来
候
間、
可
令
触
知
之
者
也。

戌
三
月
廿
三
日

両
御
役
人
方
御
出
し
被
成
候。

こ
れ
も
ま
た、
お
よ
そ
あ
り
得
な
い
よ
う
な
話、
お
よ
ぴ、
証
拠
の
な
い、

学
説
と
も
付
か
な
い
虚
説
（
そ
れ
は
人
を
惑
わ
せ
る
と
い
う
点
を
意
識
さ
せ

た
け
れ
ば
「
惑
説
j

と
も
呼
ば
れ
た
で
あ
ろ
う）、
そ
れ
を
広
め
る
こ
と
が

問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た。
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〈
引
用
文
献〉

「江
戸
町

鯰集成」
第
二
巻

自
天
和
二
年

至宝
永
二
年

六
年

「

元禄
四
年
以
前」
『
京
都
町

触集成』
別
巻
二

補
遺・
参
考
資
料

波
書
店

平
成

元年

『
京
都
町
触
集
成」
第一
巻

自
元
禄
五
年
至
享

保十一
年

右

昭
和
五
十
八
年

〈
注〉

(
1)
「
江
戸
時
代
三
都
出
版
法
大
概

ーー＋釜・

史・
出
版
史
の
た
め
に
ー
�

j

（
岡
山
大
学

文学
部
研
究
叢
嘗
二
九、
岡
山
大
学
文
学
部、
平
成
二
十
二

年
二
月）

(
2)
本
桜
で
参
照
し
て
い
る
の
は
昭
和
二
年
再
版
の
昭
和
四
十

年消
文
堂
復
刻

版
で
あ
る。

(
3)
拙
稿
「
江
戸
時
代＿―-
都
出
版
法

大概】
八
八
頁
（
前
提
三
「
町
触
の

種類」

二
「「
大
阪
市
史」
「
御
触
及
口
達」
解
迎」
（一
）
「

御触
及
口

速ー|大

阪
の
触
の
種
類(-
)」）。
幸
田
成
友「
大
阪
市
史
の
編
纂
に
つ
い
て」（「
幸

田
成
友
若
作
集
J

七、
中
央
公
論
社、
昭
和
四
十
七
年）
参
照。

(

4
)

塚
田
孝・
近
世
大
坂
研
究
会
編
「「
大
坂
御
仕
置
揖
杏
出
之
写」
「
大
坂
御

仕
置
留」ー

近
世
大
坂
町
触
関
係
史
料
2_
」
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
(
21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究

拠
点）
「
都
市
文
化
創
造
の
た
め
の
人
文
科
学
的
研
究」
事
業
雑
告
粧
（
大

阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行、

平成

十
九
年）

(

5
)

前
掲
坂
田
孝・
近
世
大
坂
研
究
会
編
近
世
大
坂
町
触
関
係
史
料
2
（
平
成

塙書
房

同 岩
平
成

十九
年
三
月）、
お
よ
び、
壌
田
孝
「
近

世大
坂
の
法
と

社会」
（
同
編
『
近

世
大
坂
の
法
と
社
会」

清

文盆、

平成
十
九
年
九
月）。

(

6
)

拙
稿

「江
戸
時
代
三
祁
出
版
法
大
概j
一
九
六
頁。

(
7)
拙
稿
「
江
戸
時
代
三
祁
出
版
法
大
楳」
―
ニ
ニ
頁。

服
藤
弘
司
「「
御
触

書

集成
目
録』
解
題」
（
石
井
良
助・
服
藤
弘
司
編

「御
舷
書
集
成
目
録』

解
題、
岩
波
書
店、

平成
十
四
年）

参
照。

(

8
)

「御

触帯

集成」
が
宛
所
を
欠
く
編
纂
方
針
を
採
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
触

由
の
発
令
範
囲
不
明
の

法令
集
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
大
問
題
に
つ
い

て
は
す
で
に
そ
の
周
知
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
服
藉
弘
可
前

掲

「御
触
密

集成
目
録

解
四）。

(

9
)

「
京
都
町
触
集
成j
六
六
五
は
や
は
り
北
野
天
満
宮
文
む
を
底
本
と
し、

そ
の
付
文
は
天
満
宮

松格
院
が
行
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る。
町
に
対

し
て
は
ま
た
別
の
付
文
が
付
け
ら
れ
て
触
れ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う。

右
之
通
従
街
公
儀
被
仰
出
伐
条、
如
此
に
候。
面
々
長
歴
等
迄
急
度

申渡
可
有
之
候。
以
上。

十
月
十
六
日

松梅
院

(
10)
研
究
史
的
意
義
で
あ
げ
る
な
ら、
宮
武
外
骨
「
節
禍
史」
（
明
治
四
十
四

年
初
版、
大
正
十
五
年
改
訂
増
補
再
版。
昭
和
六
十
年
「
宮
武
外
骨
著
作

集
四
（
河
出
書
房
新
社）
所
収）
と
そ
れ
を
戦
後
日
本
史
学
レ
ベ
ル
の

検
討
記
述
に
ま
で
引
き
上
げ
た
今
田
洋＿二
「
江
戸
の
禁
柑j
(〈
江
戸〉
選

空ハ、
吉
川
弘
文
館、
昭
和
五
十
六
年。
八一
ニ
ー
八
五、
九
六
頁）
だ
ろ

う
が、

参
照
す
ぺ
き
文
献
と
し
て
あ
げ
る
な
ら、
考
証
考
察
的
遠
成
と
し

て
も、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
馬
の
物
言
う
聞一
件
の
も
っ
と
も
詳
細

な考

察
と
し
て
も
っ
と
も
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い
点
か
ら
し
て
も、
ま
ず

指
を
屈
す
べ
き
は
延
広
兵
治
氏
の
「
舌
耕
文
心一

屁
野
武
左
衛
門
を
中
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（
や
ま
も
と

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
m

群
馬
県
立
女
子
大
学

国
文
学
研
究
（
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
語
国
文
学

会）
三
五

言
語
科
学
論
集
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻）
一
九

言
語
文
化
(-
橋
大
学
語
学
研
究
室）
四

雷
語
文
化
学
研
究

日
本
語
H
本
文
学
絹
（
大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部

言
語
文
化
学
科）
一
〇

言
文
（

褐
鳥
大
学
国
語
教
育
文
化
学
会）
六
二

語
文
論
叢
（
干
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会）
――1
0

甲
南
大
學
紀
要

文
学
紺
（

甲南
大
学
文
学
部）
一
六
五

高
知
大
國
文
（
高
知
大
学
国
語
国
文
学
会）
四
五、
四
六

神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能

ひ
で
き

岡
山
大

学大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授）

心
と
し
て

ー—」
（
講
座
元
禄
の
文
学一
「
元
禄
文
学
の
流
れ
j

勉
誠
社、

平
成
四
年）
で
あ
る。

〈
付
記〉
本
稿
は
平
成
27
年
度
！
平
成
30
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術

研
究
助
成
墓
金
助
成
金
（
基
盤
研
究
（
C））
課
題
番
号一
五
k
ol＿
二

四
八
研
究
課
迎
名
「
日
本
近
世
出
版
法
制
研
究
補
完
及
び
文
学
史
と
の
相

関
追
求」
に
よ
る
成
果
の一
部
で
あ
る。

研
究
セ
ン
タ
ー）
九

語
学
と
文
学
（
群
馬
大
学
語
文
学
会）
五一

国
語
学
研
究
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
「
国
語
学
研
究」
刊
行
会）

五
四

國
語
國
文
躾
報
（
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室）
七
三

国
語
国
文
学
誌
（
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会）
四
四

殴
語
國
文
研
究
（
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会）
一
四
六、
一
四
七

国
語
国
文
論
集
（
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会）
四
五

國
語
と
教
育
（
長
綺
大
学
国
語
国
文
学
会）
三
九、
四
〇

国
語
の
研
究
（
大
分
大
学
国
語
国
文
学
会）
四
0

国
際
交
流
基
金

日
本
梧
教
育
紀
要
（
国
際
交
流
基
金）
一
―

国
際
日
本
文
学
研
究
染
会
会
議
録
（
国
文
学
研
究
賓
料
館）
三
八

國
文
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会）
l

二
三、
―
二
四

國
文
躾
（
関
西
大
学
国
文
学
会）
九
九

國
文
學
孜
（
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会）
i―――――-、
ニ
ニ
四、
ニ
ニ
五

国
文
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会）
一
七
五、
一
七
六、
一
七
七

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要

文
学
研
究
篇
（
国
文
学
研
究
資
料
館）
四一

国
文
学
研
究
資
料
館
年
報
（
国
文
学
研
究
資
料
館）
二
o
l

三

国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
（
神
戸
大
学
「
研
究
ノ
ー
ト」
の
会）
五
四

国
文
学
論
考
（
都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会）
五一

國
文
學
論
叢
（
龍
谷
大
學
國
文
卑
會）
六
0

國
文
目
白
（
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
編）
五
四
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